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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）アセタール化度５５～８０モル％のポリビニルアセタール系多孔質体に、該多孔質
体に対して１～５０重量％のグリセリン、エチレングリコール、ポリエチレングリコール
からなる群より選択される１種以上の湿潤剤を含浸させる工程、（ｂ）前記多孔質体に対
して１０～４００重量％の固体ヨウ素を、前記含浸後の多孔質体とともに容器内に密閉す
る工程、（ｃ）容器内を３０～１００℃で加熱してヨウ素を吸着させる工程、とを有する
ことを特徴とするヨウ素迅速放出材の製造方法。
【請求項２】
（ｄ）前記工程（ｃ）の後、ヨウ素吸着後の多孔質体に対して１～１００重量％のグリセ
リン、エチレングリコール、ポリエチレングリコールからなる群より選択される１種以上
の湿潤剤をさらに含浸させる工程、を有することを特徴とする請求項１記載の製造方法。
【請求項３】
　前記工程（ｂ）において、固形物の体積（多孔質体及び固体ヨウ素の総体積）：空気層
の体積比が１０：９０～６５：３５で容器内に密閉することを特徴とする請求項１又は２
に記載の製造方法。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれかに記載の製造方法により得られるヨウ素迅速放出材のヨウ素放
出速度が、０．０７～３ｍｇ／ｓｅｃであることを特徴とするヨウ素迅速放出材。
（ヨウ素放出速度：ヨウ素迅速放出材０．５ｇを、１００ｍｌバイアル瓶（内径約３５ｍ
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ｍ、高さ約１２０ｍｍ）に入れ、室温下で水１００ｍｌを加えて密栓し、１０秒間静置し
た後、直ちに該ヨウ素迅速放出材を取り出し、接触開始から１０秒以内に放出されたヨウ
素濃度を測定して求めた値と定義する。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、水と接触したときのヨウ素放出速度が速いヨウ素放出材およびその製造方法に
係わり、特にポリビニルアセタール系多孔質体にヨウ素を緩やかな結合によって吸着させ
て、水に対して極めて短時間にヨウ素を放出させることができるようにしたヨウ素迅速放
出材およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
ヨウ素は水にほとんど溶けず、常温で固体の結晶であるが、昇華性を有する。また、ヨウ
素は強い殺菌作用を有するので、傷口の消毒薬として、或いはうがい薬として汎用されて
いる。通常、ヨウ素をエタノールに溶解し、添加剤としてヨウ化カリウムを含むヨードチ
ンキとするかまたは、ポリビニルピロリドンと複合化して水溶液中のヨウ素濃度を上昇さ
せると同時に安定化せしめたポピドンヨード液が用いられている。これらの薬液の使用は
歴史的に古く、それぞれ医療用途および一般家庭用途に広く普及している。これらの薬液
には一般に高濃度のヨウ素が含まれている。しかし、ヨウ素の殺菌作用は遊離したヨウ素
によるところが大きく、遊離ヨウ素は低濃度でも大きな殺菌力を有する。
【０００３】
遊離したヨウ素は、水溶液中でヨウ化物イオン（Ｉ－）、二原子ヨウ素（Ｉ2）、三ヨウ
化物イオン（Ｉ3

－）、五ヨウ化物イオン（Ｉ5
－）、次亜ヨウ素酸（ＨＩＯ）、次亜ヨウ

素酸イオン（ＩＯ－）、ヨウ素酸イオン（ＩＯ3－）などのタイプで存在する。これらの
中で最も殺菌力が高いのは二原子ヨウ素（Ｉ2）と考えられており、一般にこれを遊離ヨ
ウ素と呼んでいる。ところが、この遊離ヨウ素は、前記の通り水に対して難溶性であるが
故に、系外に揮発したり、結晶化して析出したりと、安定して水中に溶存し難いのである
。このためヨウ化カリウムまたはポリビニルピロリドンなどによって溶解度を高める必要
があった。
【０００４】
一方、前記のようにヨウ素を溶液状態で供給するのではなく、合成樹脂等に吸着させて流
通させ、必要時にヨウ素水を調製して使用するという方法が提案されている（特許文献１
および２）。この方法は、エチレン－ビニルアルコール系樹脂またはＡＢＳ（アクリロニ
トリル－ブタジエン－スチレン）樹脂に１００～６００重量％のヨウ素を吸着させ、この
ヨウ素吸着樹脂から継続的に放出されるヨウ素によって長期間安定したヨウ素溶液を提供
しようというものである。しかし、この方法は、ヨウ素の放出速度が比較的遅いため、短
時間で使用できるような状態にする場合には不向きであった。特に、従来の傷口消毒に使
用するような場合には、何時必要になるか予測することは不可能であるために、緊急性の
要望を満たすことは困難であった。
【０００５】
また、アセタール化ポリビニルアルコールとヨウ素を複合化した組成物（特許文献３）が
提案されているが、該文献５頁左下欄に記載されているように、ヨウ素はゆっくりと放出
されることを前提としており、急速なヨウ素放出材を意図していない。ポリエチレン、ポ
リプロピレン、共重合ポリエステルなどにヨウ素を吸着させた抗微生物材料（特許文献４
）も提案されているが、該公報１５頁に記載されているように時間単位での放出を検討し
ているものであり、これも極めて短時間でヨウ素を放出することを想定したものではない
。さらに、イオン交換樹脂とヨウ素を吸収させた物質（特許文献５）が提案されているが
、これは血液、血液フラクション及び他のタンパク質含有溶液をカラム内を通過させるこ
とにより殺菌するものであり、少量のタンパク質含有溶液をヨウ素を吸着した充填剤の詰
まったカラム内に流すことによって、溶液と充填剤との接触面積を多くすることにより消
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毒しようとするものである。この方法では大量のヨウ素水を得ることは全くの目的外であ
り、ヨウ素がどの程度放出されるのかも示されていない。さらには、ヨウ素化されたアガ
ロースなどの元素状ヨウ素含有物質（特許文献６）なども提案されているが、ヨウ素を徐
放する高分子粒子と、ヨウ素を吸着しうる高分子粒子の混合物を液体と接触させ、殺菌と
同時に過剰のヨウ素を除去する方法を提案するものであり、これはポリビニルアセタール
をヨウ素の捕捉用に用いているものである。
【特許文献１】特開平９－６７２１６号公報
【特許文献２】特開平１０－１６５９６０号公報
【特許文献３】特開平２－２９９６６２号公報
【特許文献４】特表平９－５０９８７６号公報
【特許文献５】特表２０００－５１４０４５号公報
【特許文献６】特表２００３－５１２１３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、上述した従来技術において全く考慮されていなかった、新しい用途を課題とし
て検討した結果なされたものであり、その目的とするところは、ヨウ素放出速度が速く、
水と接触させたときに極めて短時間で消毒に用いうるヨウ素水を調製することができ、さ
らには製造後の保存安定性を向上させうる、ヨウ素迅速放出材およびその製造方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明者らは、上記の目的を達成するために鋭意検討した結果、特定のアセタール化度の
ポリビニルアセタール系多孔質体にヨウ素を吸着させる前に特定の湿潤剤を含浸させるか
、ヨウ素吸着処理後に湿潤剤を含浸させること、或いはヨウ素吸着処理時の固体ヨウ素と
空間との体積比を適宜調整することによりヨウ素とポリマー間を適当な結合力にすること
によって、得られたヨウ素放出材を水と接触させて極めて短時間にヨウ素水が得られるこ
とを見出し、本発明に至った。
【０００８】
すなわち、本発明は、（ａ）アセタール化度５５～８０モル％のポリビニルアセタール系
多孔質体に、該多孔質体に対して１～５０重量％のグリセリン、エチレングリコール、ポ
リエチレングリコールからなる群より選択される１種以上の湿潤剤を含浸させる工程、（
ｂ）前記多孔質体に対して１０～４００重量％の固体ヨウ素を、前記含浸後の多孔質体と
ともに容器内に密閉する工程、（ｃ）容器内を３０～１００℃で加熱してヨウ素を吸着さ
せる工程、とを有することを特徴とするヨウ素迅速放出材の製造方法に係わる。このよう
に多孔質体に湿潤剤が含浸されていると、ヨウ素の吸着効率が優れているだけでなく、ヨ
ウ素を迅速に放出することができる状態で吸着することが可能である。
【０００９】
前記工程（ｃ）の後に、（ｄ）ヨウ素吸着後の多孔質体に対して１～１００重量％のグリ
セリン、エチレングリコール、ポリエチレングリコールからなる群より選択される１種以
上の湿潤剤をさらに含浸させる工程、を追加しても良い。ヨウ素吸着処理後にさらに湿潤
剤を再含浸させることによりヨウ素迅速放出材の保存安定性がより向上するからである。
【００１０】
（削除）
【００１１】
さらに、本発明は、前記工程（ｂ）において、固形物の体積（多孔質体及び固体ヨウ素の
総体積）：空気層の体積比が１０：９０～６５：３５で容器内に密閉し、容器内を３０～
１００℃で加熱してヨウ素を気化せしめることにより前記多孔質体にヨウ素を短時間で吸
着させることを特徴とするヨウ素迅速放出材の製造方法に関する。前記反応容器内におけ
る特定の体積比率でヨウ素を吸着させることによって、多孔質体とヨウ素とを適度な結合
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力にすることができ、後述するヨウ素の放出を迅速に行わせることができる。
【００１２】
前記体積比率によれば、固体ヨウ素は一旦気化したのち多孔質体に吸着するので、気化可
能な体積が大きすぎると多孔質体へ吸着されずに気体状態で存在し、小さすぎると気化す
る量が少ないために吸着速度が遅くなる傾向があり、適度な比率で処理することが望まし
い。
【００１３】
こうして得られる本発明のヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は、好適には０．０７～３
ｍｇ／ｓｅｃであることが特徴である。ここで、本発明における前記ヨウ素放出速度とは
、ヨウ素迅速放出材０．５ｇを、１００ｍｌバイアル瓶（内径約３５ｍｍ、高さ約１２０
ｍｍ）に入れ、室温下で水１００ｍｌを加えて密栓し、１０秒間静置した後、直ちに該ヨ
ウ素迅速放出材を取り出し、接触開始から１０秒以内に放出されたヨウ素濃度を測定して
求めた値と定義する。
【発明の効果】
【００１４】
本発明のヨウ素放出材の製造方法によれば、極めて短時間、具体的には３０秒以内、より
好ましくは１０秒以内に消毒に用うる濃度のヨウ素水を調製することができる、ヨウ素迅
速放出材が製造される。前記製造に際しては、特別な機械設備を必要とすることなく、簡
易な製造方法であってコストが安い。しかも、本発明により得られるヨウ素迅速放出材は
、乾燥状態では安定であり、ヨウ素の昇華速度を抑え、そのまま素手で取り扱うことが出
来るため安全性に優れている。
【００１５】
また、ヨウ素を吸着させた後の放出材に、湿潤剤処理を施すことによって保存期間の安定
性をさらに向上させることができることも特徴である。そして、ヨウ素迅速放出材と水と
の接触により直ちに消毒に必要なヨウ素水が得られることから、緊急時、災害時などにそ
の機能を充分に発揮するだけでなく、介護施設や家庭用としても常備するのに好適である
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
以下、本発明について具体的に説明する。
本発明のヨウ素迅速放出材の製造にあたり、ヨウ素を吸着する基材としてポリビニルアセ
タール系多孔質体を用いる。多孔質体であることにより水との接触面積を多くし、吸着し
たヨウ素の放出効率を向上させるためである。該多孔質体の気孔率は５０～９５％が好ま
しく、特に好ましくは６０～９３％である。気孔率が前記範囲より低いと目的とする迅速
なヨウ素の放出が得難くなり、前記範囲以上では、多孔質体の機械的強度が低下する場合
がある。また気孔の径は４０～１０００μｍ、好ましくは５０～８００μｍである。気孔
径が前記未満である場合には、水と接触させたときの水の浸透性が悪くなり、所望のヨウ
素の放出速度が得難くなる場合があり、また気孔径が前記より大きくなると、多孔質体の
機械的強度が低下する場合がある。
【００１７】
前記ポリビニルアセタール系多孔質体は、アセタール化度が５０～９０モル％のものが適
当であり、好ましくは５５～８０モル％である。９０モル％より多くなるとヨウ素の吸着
量が不十分となり、５０モル％より低くなると、耐水性が劣るからである。また、ポリビ
ニルアセタールは、ポリビニルアルコールにアセトアルデヒドを縮合反応させて得られる
が、ホルムアルデヒドや、ブチルアルデヒドなどを用いることも可能である。ホルムアル
デヒドを用いると、ガラス転移温度が高くなり、耐熱性に優れることが知られている。ま
たブチルアルデヒドを使用すると、溶剤に対する溶解性に優れるので高アセタール化度の
ものが得られるが、耐熱性に劣るようになる。なお、ポリビニルアセタール系多孔質体と
しては、例えばアイオン株式会社製のベルイーターＤシリーズまたはベルクリンを用いる
ことができる。
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【００１８】
前記ポリビニルアセタール系多孔質体を適当な形状に加工する。例えばシート状、棒状、
球状など加工できる限り任意の形態が可能である。以下の工程（ヨウ素を吸着させる工程
など）後に、所望の形状にすることもできるが、多量のヨウ素を吸着させてから取り扱う
よりも、前もって適当な形状にしておく方が作業性に優れ、実際使用する各放出材の表面
に均一に吸着できるからである。好ましい形態の一つはシート状の小片であり、例えば１
０×１０ｍｍ平方で厚みが２～５ｍｍのものが用いられる。
【００１９】
本発明のヨウ素迅速放出材の製造方法の一つとして、前記ポリビニルアセタール系多孔質
体に湿潤剤を含浸させ（工程（ａ））てからヨウ素を吸着させる方法がある。この場合の
湿潤剤の具体例としては、グリセリン、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、
酸化エチレン・酸化プロピレンブロック共重合体、アルキルポリオキシエチレンエーテル
、脂肪酸ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸ポリオキシエチレンソルビタンエステル、
脂肪酸ポリオキシエチレンソルビトールエステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、脂
肪酸ソルビタンエステル、脂肪酸ポリグリセリンエステルおよび脂肪酸ショ糖エステルか
らなる一群が挙げられる。これらは単独でまたは２種以上を組み合わせて用いることもで
きる。
【００２０】
前記ポリビニルアセタール系多孔質体が上記湿潤剤を含むことにより、本発明のヨウ素迅
速放出材製造のワーキングレンジが著しく広くなり製造が容易になるとともにその保存時
の熱に対する安定性が著しく向上する。この理由は未だ明らかではないが、上記湿潤剤が
ヨウ素とポリビニルアセタール系多孔質体とが過度に強固に結合するのを抑制する効果が
あるためではないかと考えられる。
【００２１】
前記湿潤剤の含浸方法は、例えば湿潤剤を直接多孔質体の表面に接触させて圧縮する方法
や、湿潤剤水溶液中で多孔質体を圧搾して吸い込ませたのち乾燥する方法、或いは過剰の
湿潤剤を不織布等で吸い取ることもできる。その他、含浸後の多孔質体を遠心分離するこ
とによって過剰の湿潤剤を除去してもよい。工程（ａ）における湿潤剤は、ポリビニルア
セタール系多孔質体に対して１～５０重量％、好ましくは５～３０重量％とする。含有量
が１重量％より少ない場合には、多孔質体の表面を均一に被覆することが困難なために、
含浸させることによる効果（水と接触させたときの素早いヨウ素の放出）が得難くなり、
また５０重量％より多くしてもそれ以上の効果は少なく、経済的にも不利である。
【００２２】
前記湿潤剤の中で好ましいのはグリセリン、エチレングリコールおよびポリエチレングリ
コール（ポリエチレングリコールは分子量２００～３５０万のものを用いることができ、
好ましくは分子量２００～３０００である。）であり、特に好ましいのはグリセリンであ
り、これらは経済性、操作性、ヨウ素の放出性、保存安定性などの面で優れた効果を発揮
する。また、これらは、ヨウ素とともに放出されて、得られるヨウ素水中に浸出し、傷口
の消毒に使用されたとしても安全性の高い物質だからである。なお、ヨウ素水中のヨウ素
と複合体を形成してヨウ素を安定化する効果を有する場合もある。
【００２３】
前記のようにして湿潤剤をポリビニルアセタール系多孔質体に含浸させたのち、これを固
体ヨウ素とともに容器に密封する（工程（ｂ））。このとき固体ヨウ素は前記多孔質体に
対して１０～４００重量％とする。固体ヨウ素はその全量が基本的に密閉容器内で気化し
て、前記多孔質体に吸着されるから、密封する際の量を調整することにより、吸着量も必
然的に決定されるため、所望量を添加すれば良い。勿論、添加固体ヨウ素の全量が気化す
る前に反応を終了させることも可能であるが、残存する固体ヨウ素の分別や、気相中にあ
るヨウ素蒸気の問題などを考慮すれば、全量反応させることが望ましい。このように、反
応後に不要な成分が生じないことは、本発明の最大の特徴である。通常、化合物を製造す
る工程では何らかの不純物や、副反応物、未反応原料などの残留により、精製工程や、分
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別工程などが必要とされることが多いのであるが、本発明の製造方法では、そのような別
工程を敢えて設けることなく製造することができるので、製造コストの著しい削減を可能
にするものである。ポリビニルアセタール系多孔質体に対するヨウ素の吸着量は１０重量
％より少ないと水と接触した時のヨウ素放出速度が不十分となり、４００重量％より多く
なるとヨウ素吸着量を達成するために加熱する時間が長時間となる。好ましいヨウ素吸着
量は３０～３００重量％であり、特に好ましいヨウ素吸着量は３０～２００重量％である
。
【００２４】
こうして容器に密封したのち、容器ごと乾燥器など加熱可能な機械に入れ、３０～１００
℃、好ましくは５０～９０℃で加熱することによりヨウ素を気化させる（工程（ｃ））。
この時の温度条件としては、固体ヨウ素を５０～１００重量％添加した場合について例示
すれば、９０℃で１～２時間、８０℃で５～１０時間、６０℃では６～２４時間程度とさ
れるが、これ以上の時間加熱しても特に差し支えない。ただし製造コストに直接影響する
ために、必要最小限の温度および時間を選択することが望ましい。なお、この時の設定温
度はあまり高いとポリビニルアセタール系多孔質体が劣化するおそれがあるので１００℃
を超える温度は適当でなく、また３０℃より低いとヨウ素の気化が非常に遅いために製造
に長時間を要するので好ましくない。
【００２５】
上記によって得られるヨウ素迅速放出材をそのまま製品とすることもできるが、これに再
度、湿潤剤を含浸させることもできる（工程（ｄ））。このとき使用される湿潤剤は工程
（ａ）にて使用したものと同様であって、具体的には、グリセリン、エチレングリコール
、ポリエチレングリコール、酸化エチレン・酸化プロピレンブロック共重合体、アルキル
ポリオキシエチレンエーテル、脂肪酸ポリオキシエチレンエステル、脂肪酸ポリオキシエ
チレンソルビタンエステル、脂肪酸ポリオキシエチレンソルビトールエステル、ポリオキ
シエチレン硬化ヒマシ油、脂肪酸ソルビタンエステル、脂肪酸ポリグリセリンエステルお
よび脂肪酸ショ糖エステルからなる一群が挙げられる。工程（ｄ）ではヨウ素吸着後の多
孔質体に対して１～１００重量％の湿潤剤を作用させることができる。この濃度は工程（
ａ）に比較して高いのであるが、工程（ａ）後には加熱工程（ｃ）が施されるため、その
際の湿潤剤の蒸気圧等を考慮したものである。工程（ａ）と工程（ｄ）で使用される湿潤
剤は同一であっても良く、それぞれ異なっていても良い。またこの時の湿潤剤も単独また
は２種以上を混合して使用することも可能である。
【００２６】
（削除）
【００２７】
（削除）
【００２８】
グリセリン等の湿潤剤は、液状のものはそのまま用いてポリビニルアセタール多孔質体を
含浸することもできるが、水と混合して水溶液の状態で用いるのが好ましい。グリセリン
の場合を例示すると、グリセリンの１０～９０重量％水溶液として用いるのが好ましい。
特に好ましくは３０～７０重量％水溶液である。
【００２９】
工程（ｄ）または（Ｃ‘）における含浸方法としては、ヨウ素を吸着したポリビニルアセ
タール多孔質体のチップをピンセットで湿潤剤につけた後、不織布等で過剰の湿潤剤を吸
い取っても良く、複数のヨウ素を吸着したポリビニルアセタール多孔質体を湿潤剤の液に
浸した後、遠心分離機にかけて過剰の湿潤剤を除いても良い。また、ポリビニルアセター
ル多孔質体チップの表面に湿潤剤の液を付着させた後、ピンセットなどを用い、チップを
シャーレなどの滑らかな表面にこすりつけ湿潤剤を多孔質体の内部に浸透せしめる方法も
有効である。
【００３０】
ヨウ素を吸着させた後の多孔質体に、湿潤剤を含浸させること（工程（ｄ）の追加または
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工程（ｃ’））の効果は、ヨウ素迅速放出材の長期間の保存安定性がさらに向上するだけ
でなく、仮に保存温度が高くなり過ぎた場合でも所望のヨウ素を迅速に放出する機能を維
持することである。また、工程（ａ）～工程（ｃ）により製造された放出材に比べても、
ヨウ素の放出速度がより速いことも特徴である。
【００３１】
こうして得られるヨウ素迅速放出材は、水と接触させたときのヨウ素の放出が従来技術と
比較して極めて速いことが特徴である。特に、本発明ではヨウ素放出速度を以下のように
定義した。すなわち、ヨウ素迅速放出材０．５ｇを、１００ｍｌバイアル瓶（内径約３５
ｍｍ、高さ約１２０ｍｍ）に入れ、室温下で水１００ｍｌを加えて密栓し、１０秒間静置
した後、直ちに該ヨウ素迅速放出材を取り出し、接触開始から１０秒以内に放出されたヨ
ウ素濃度を測定して求めた値と定義する。本発明のヨウ素迅速放出材については、ヨウ素
放出速度が０．０７～３ｍｇ／ｓｅｃである。大量のヨウ素水を得たい場合や、高濃度の
ヨウ素水を得たい場合には、ヨウ素迅速放出材と接触させる水との比率を適宜調整すれば
良い。また、本発明でのヨウ素放出速度は、測定条件によるバラツキを考慮して、水との
接触方法について単純にヨウ素迅速放出材を水中に浸漬するだけとしたが、実際の用法に
おいては、浸漬した状態で全体を振盪・攪拌させることにより、より速くヨウ素を放出さ
せることも可能である。水との接触時間は通常３秒～２０秒程度が適当であるが、ヨウ素
濃度を特に高めたい場合あるいは水の容量が多い場合は接触時間をさらに長くしても差し
支えない。
【００３２】
湿潤剤を添加しないで、ヨウ素を吸着させる方法もある。その場合の留意点について以下
に説明する。まず第一に、多孔質体とヨウ素を容器内で密封するが、このときの容器内で
の固形物（多孔質体と固体ヨウ素をあわせたもの）と空気部分との体積比（固形物：空気
）が１０：９０～６５：３５であることが特徴である。このような比率にすることにより
気化したヨウ素が多孔質体に素早く吸着されることとなるからである。この比率は特に好
ましくは１５：８５～５５：４５である。固形物の比率が１０より低いと製造上経済的に
不利となる。また固形物の比率が６５より多くなるとヨウ素の吸着が遅くなると同時に不
均一となり良好な製品が得られなくなる。また、この比率を前記湿潤剤を用いた場合の製
造方法（具体的には工程（ｂ）または工程（ａ’））に適用することも無論可能である。
前記湿潤剤を用いた場合には、これを用いない場合に比較してヨウ素を吸着させる工程に
おける諸条件、例えばこの体積比や以下に述べる熱履歴などを厳密に管理しなくても、ヨ
ウ素迅速放出材が得られるため、品質管理上有利であると言える。
【００３３】
湿潤剤を用いない製造方法の場合の第二の留意点として、固体ヨウ素を気化せしめて多孔
質体に吸着させる際の温度および時間を厳密に管理する必要があることである。具体的に
は、５０～１００重量％のヨウ素を多孔質体に吸着させる場合には、６０℃でトータルの
加熱時間６～２４時間、７０℃では４～１２時間、８０℃で５～１０時間、９０℃では１
～２時間である。この加熱時間は連続して加熱する場合を言うが、その間に温度を低下さ
せる場合にはより長時間の熱処理、反対に上昇させる場合にはより短時間の熱処理となる
ことは言うまでもない。仮に前記加熱時間を越えて吸着させる場合でも、直ちにヨウ素が
放出され難くなるわけではないが、超過時間に比例してヨウ素と多孔質体との結合強度が
増して、ヨウ素放出速度が低下するため、所望（ヨウ素放出速度を０．０７～３ｍｇ／ｓ
ｅｃ）のヨウ素迅速放出材が得難くなる。なお、温度管理に失敗しない方法としては、吸
着させたいヨウ素の比率で混合し、添加された固体ヨウ素が目視できなくなるところで加
熱を終了させるような方法で行うこともできる。
【００３４】
ところで、ポリビニルアセタール以外のポリマーにヨウ素を吸着させるという従来技術と
して、例えばＡＢＳ樹脂にヨウ素を吸着させる場合、加熱時間が長くなるとヨウ素は樹脂
の表面から内部に拡散することにより、ヨウ素徐放性の材料としては使用できる。これに
対し、ポリビニルアセタール系多孔質体の場合は加熱時間が長くなると水と接触したとき
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の初期のヨウ素放出が著しく遅くなるのみならず、経時的な徐放性も著しく低下する。こ
の理由は明らかではないが、ポリビニルアセタールの場合ヨウ素の分布が変化するためで
はなく、ヨウ素との結合状態が変化してヨウ素が放出されにくくなるものと考えられる。
一方、ＡＢＳ樹脂の場合、ヨウ素が表面に吸着しているときには、乾燥状態においてヨウ
素の昇華性が強く、素手で取り扱うことは困難であるにもかかわらず、水と接触した時の
ヨウ素放出速度は、本発明の方法により製造されたポリビニルアセタール系多孔質体に比
較して極めて遅い。これに対してポリビニルアセタール系多孔質体は前記の通り加熱工程
の適正な管理によって、乾燥状態でのヨウ素の昇華性が少なく、水と接触した時のヨウ素
放出速度は著しく速いことが特徴なのである。
【００３５】
また、ＡＢＳ樹脂の場合、例えば成形用のペレットを用いてこれに１００重量％のヨウ素
を吸着せしめた場合、７０℃で１０時間加熱してヨウ素を吸着せしめた後、さらに追加の
熱処理を行わないと、ペレットからのヨウ素の昇華性が著しく、素手で扱うことは困難で
ある。しかも、前記方法によるＡＢＳ樹脂ペレットのヨウ素放出速度は本発明に規定する
方法に従えば、３ｍｇ／時のオーダーである。また前記ペレットを１００℃で２４時間熱
処理し、素手で取り扱えるようにしたものにおいては、ヨウ素放出速度は４ｍｇ／日のオ
ーダーとなり、本発明のポリビニルアセタール系多孔質体とは比較にならないほどヨウ素
放出速度が遅い。従って、本発明の目的とするヨウ素を迅速に放出して緊急時に対応でき
るような消毒液を作成する用途には不向きであったのである。
【００３６】
さて、本発明の湿潤剤を含浸させておく製造方法では、ポリビニルアセタール系多孔質体
に対して混合する固体ヨウ素の量は吸着させたい量に設定することが好ましい。予定量以
上に固体ヨウ素を添加して、適当な時間経過後に固体ヨウ素が残存したまま多孔質体を取
り出すことによって吸着させる量を調整することも可能であるが、固体ヨウ素は昇華性で
あるために吸着後の多孔質体を取り出す操作中に昇華したヨウ素を吸引するおそれがあり
、作業環境上注意を要するからである。
【００３７】
以上の製造方法により得られたヨウ素迅速放出材は外観が黒色を呈しているが、固体ヨウ
素のように昇華するヨウ素が少ないために短時間では素手で取り扱っても皮膚が汚れるこ
とがない。従って固体ヨウ素とは比較にならない程取り扱いが容易で、安全である。しか
も、水と接触すると極めて速やかにヨウ素を放出して簡単にヨウ素水を製造することがで
きる。該放出材のヨウ素放出速度は、前記の通り０．０７～３ｍｇ／ｓｅｃという速さで
あり、ヨウ素の水に対する溶解度の点から過濃度になることはないので、適正な濃度のヨ
ウ素水が得られるのである。
【００３８】
本発明のヨウ素迅速放出材からヨウ素水を調製するには、具体例として以下のような方法
が用いられる。前記ポリビニルアセタール系多孔質体を適当な大きさ、例えば厚さ４～５
ｍｍのシート状物を１０×１０ｍｍに裁断して、前記いずれかの製造方法によりヨウ素迅
速放出材を製造する。１００ｍｌのガラスバイアル瓶に前記放出材を１～１０個程度入れ
、これに水道水を加えて蓋をし、数秒から数十秒振とうする。これだけで、水道水からヨ
ウ素濃度３０～３００ｐｐｍのヨウ素水が得られる。遊離ヨウ素の殺菌効力は高いため、
このヨウ素水は各種細菌、真菌およびウイルスに対して十分な消毒効果を発揮する。得ら
れたヨウ素水は使い切った後、再び水道水を満たして同様に製造することができ、数回～
数十回繰り返して再調製することができる。従って、災害時の緊急消毒用や、病院などの
施設、家庭内における簡易的な消毒用として極めて有用である。
【００３９】
また、本発明のヨウ素迅速放出材を用いたヨウ素水の調製方法として、例えば着脱自在の
ノズル付きキャップを有する容量１２０ｍｌ程度の容器を用いることもできる。ノズルを
利用することによって容器内のヨウ素水を目的とする部位に正確に噴射することができ、
より使い勝手の良い使用が可能となる。容器としては、他に容器内圧をポンプ等により高
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めて噴射する方式のものなどを用いることもできる。いずれにしても、本発明のヨウ素迅
速放出材と水とを接触させて数秒から数十秒で消毒可能な濃度のヨウ素水が得られるので
、非常に簡便で操作性に優れた簡易消毒用液剤の調製に利用できるのである。この他上記
本発明のヨウ素迅速放出材を１～２リットルの水と接触せしめると数分～数十分で消毒に
使用できる濃度のヨウ素水を大量に調製することが出来る。このようなヨウ素水は老人施
設などにおける手指や器具の消毒に有用である。
【実施例】
【００４０】
以下に具体的な例を示しつつ本発明の製造方法について説明する。
（参考例１）
厚さ４ｍｍのポリビニルアセタールスポンジ（商品名：ベルイーターＦ（Ｄ）、アイオン
（株）製）を１０×１０ｍｍの大きさに裁断し、この１０．１ｇ（裁断片１６０個）と、
ヨウ素（フレーク状、日本天然ガス（株）製）５．２ｇを容量４００ｍｌのガラス製バイ
アルに入れて混合し、密栓した。ここで固形物：空気の体積比は４０：６０であった。こ
れを９０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら１．５時間加熱した。この時外観上固
体ヨウ素は消失していた。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素
吸着量は５０重量％であることが判った。ヨウ素を吸着させたスポンジは手で触れても指
が汚れるようなことはなく、取り扱い易い状態であった。また得られたヨウ素迅速放出材
のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４１】
（比較例１）
参考例１で得られた５０重量％のヨウ素を吸着させたスポンジをさらに９０℃のオーブン
中で３時間加熱した。反応後のスポンジの重量測定からヨウ素の吸着量に変化は無かった
。しかし、得られたヨウ素放出材のヨウ素放出速度は０．０３ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４２】
（参考例２）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジ１０．１ｇとヨウ素１０．３ｇを同様の
バイアル瓶に入れて混合、密栓し（ここで固形物：空気の体積比は４２：５８であった）
、参考例１と同様にして８０℃で時々振盪しながら５時間加熱した。この時目視により固
体ヨウ素は消失していた。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素
吸着量は１００重量％であることが判った。ヨウ素を吸着させたスポンジは手で触れても
指が汚れるようなことはなく、取り扱い易い状態であった。得られたヨウ素迅速放出材の
ヨウ素放出速度は０．４５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４３】
（参考例３）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジ１０．４ｇと、ヨウ素２．７ｇを同様の
バイアル瓶に入れて混合、密栓し（ここで固形物：空気の体積比は３９：６１であった）
、８０℃で時々振とうしながら１時間加熱した。この時目視により固体ヨウ素が実質的に
消失したことが確認された。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ
素吸着量は２５重量％であった。また得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．
２ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４４】
（比較例２）
参考例３で得られた２５重量％のヨウ素を吸着させたスポンジをさらに８０℃のオーブン
中で３時間加熱した。反応後のスポンジの重量測定からヨウ素の吸着量に変化は無かった
。しかし、得られたヨウ素放出材のヨウ素放出速度は０．０４ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４５】
（参考例４）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジ１０．１ｇとヨウ素３．２ｇを同様のバ
イアル瓶に入れて混合、密栓し（ここで固形物：空気の体積比は３９：６１であった）、
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参考例１と同様にして６５℃で時々振盪しながら３時間加熱し、８０℃に昇温して１時間
加熱した。この時目視により固体ヨウ素は消失していた。反応後のポリビニルアセタール
スポンジの重量測定からヨウ素吸着量は３０重量％であることが判った。ヨウ素を吸着さ
せたスポンジは手で触れても指が汚れるようなことはなく、取り扱い易い状態であった。
また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．２５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４６】
（比較例３）
参考例４で得られた３０重量％のヨウ素を吸着させたスポンジをさらに８０℃のオーブン
中で４時間加熱した。反応後のスポンジの重量測定からヨウ素の吸着量に変化は無かった
。しかし、得られたヨウ素放出材のヨウ素放出速度は０．０４ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００４７】
参考例１～４および比較例１～３で得られたヨウ素を吸着させたスポンジの小片各８個を
１００ｍｌのバイアル瓶に入れ、８０ｍｌの水道水を注ぎ、蓋をした。容器を把持して１
０秒振盪し、内容液を他の容器に移し、スポンジを残したバイアル瓶には再び水道水８０
ｍｌを注いで、同様に振盪し、更に内容液を別の容器に移した。このようなサイクルを５
回繰り返し、各液のヨウ素濃度を測定した結果を表１に示す。
【００４８】
【表１】

【００４９】
表１の結果より、参考例１～４で得られたヨウ素を吸着させたスポンジにおいては１回目
から５回目までのヨウ素水製造において、消毒に充分な濃度のヨウ素水が得られたが、比
較例１～３で得られたヨウ素水濃度はいずれも消毒には不十分な濃度であった。また、比
較例１～３で得られたヨウ素を吸着させたスポンジを１時間および５時間浸漬した後のヨ
ウ素濃度を測定したが、ほとんど上昇しておらず、このことから比較例１～３においてヨ
ウ素の放出が少ないのはポリビニルアセタールスポンジ内に吸着されたヨウ素の分布に起
因するものではなく、ポリビニルアセタールとヨウ素の結合状態の違いによるものと推察
される。
【００５０】
（実施例１）
厚さ４ｍｍのポリビニルアセタールスポンジ（商品名：ベルイーターＦ（Ｄ）、アイオン
（株）製）を１０×１０ｍｍの大きさに裁断した。この１０．１ｇ（裁断片１６０個）を
、ポリエチレングリコール１０００（和光純薬（株）製試薬１級）１０部と水１０部との
混合液に３０分浸漬した後、よく絞り６０℃で乾燥した。重量の増加から、ポリエチレン
グリコール１０００の含有量は１３．８重量％であった。このポリエチレングリコール１
０００を含むポリビニルアセタールスポンジ１１．７ｇと参考例１と同様のヨウ素５．３
ｇを参考例１と同様のバイアル瓶にいれて混合し（ここで固形物：空気の体積比は３７：
６３であった）、６０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら５時間加熱し、次いで８
０℃に昇温して２時間加熱した。この時外観上固体ヨウ素は消失していた。反応後のポリ
ビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は５０重量％であることが判った
。また得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであった。
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【００５１】
（参考例５）
ポリエチレングリコール１０００を含浸させないこと以外は、実施例１と同様にしてヨウ
素を吸着させた。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は
５０重量％であることが判った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０
．３５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００５２】
（実施例２）
実施例１で得られたヨウ素５０重量％を吸着させたスポンジを、さらに８０℃で２４時間
継続して加熱した。このスポンジの重量変化はなく、従ってヨウ素吸着量にも変化はなか
った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであっ
た。
【００５３】
（比較例４）
参考例５で得られたヨウ素５０重量％を吸着させたスポンジを、さらに８０℃で２４時間
継続して加熱した。このスポンジの重量変化はなく、従ってヨウ素吸着量にも変化はなか
った。しかし、得られたヨウ素放出材のヨウ素放出速度は０．０４ｍｇ／ｓｅｃであった
。
【００５４】
実施例１～２、参考例５、比較例４で得られたヨウ素を吸着させたスポンジの小片各８個
を１００ｍｌのバイアル瓶に入れ、８０ｍｌの水道水を注ぎ、蓋をした。容器を把持して
１０秒振盪し、内容液を他の容器に移し、スポンジを残したバイアル瓶には再び水道水８
０ｍｌを注いで、同様に振盪し、更に内容液を別の容器に移した。このようなサイクルを
５回繰り返し、各液のヨウ素濃度を測定した結果を表２に示す。
【００５５】
【表２】

【００５６】
実施例１については、５回とも消毒に適したヨウ素水が得られた。実施例２は加熱時間を
延長したものであるが、得られるヨウ素水は実施例１と同様の結果であった。それに対し
て比較例４は、エチレングリコール１０００を含有しない場合であるが、加熱時間が延長
されたことにより、得られるヨウ素水のヨウ素濃度がかなり低下してしまうことが判る。
【００５７】
（実施例３）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジを１０×１０ｍｍの大きさに裁断した。
この１０．１ｇ（裁断片１６０個）を、エチレングリコール（和光純薬（株）製試薬特級
）１０部と水１０部との混合液に３０分浸漬した後、よく絞り６０℃で乾燥した。重量の
増加から、エチレングリコールの含有量は１３．９重量％であった。このエチレングリコ
ールを含むポリビニルアセタールスポンジ１１．５ｇと参考例１と同様のヨウ素５．３ｇ
を参考例１と同様のバイアル瓶にいれて混合し、６０℃のオーブン中で時々容器を振盪し
ながら５時間加熱し、次いで８０℃に昇温して２時間加熱した。この時外観上固体ヨウ素
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は消失していた。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は
５０重量％であることが判った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０
．３５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００５８】
（実施例４）
実施例３で得られたヨウ素５０重量％を吸着させたスポンジを、さらに８０℃で２４時間
継続して加熱した。このスポンジの重量変化はなく、従ってヨウ素吸着量にも変化はなか
った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであっ
た。
【００５９】
（実施例５）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジを１０×１０ｍｍの大きさに裁断した。
この１０．１ｇ（裁断片１６０個）を、グリセリン（和光純薬（株）製試薬特級）１０部
と水１０部との混合液に３０分浸漬した後、よく絞り６０℃で乾燥した。重量の増加から
、グリセリンの含有量は１２．８重量％であった。このグリセリンを含むポリビニルアセ
タールスポンジ１１．６ｇと参考例１と同様のヨウ素５．３ｇを参考例１と同様のバイア
ル瓶にいれて混合し、６０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら５時間加熱し、次い
で８０℃に昇温して２時間加熱した。この時外観上固体ヨウ素は消失していた。反応後の
ポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は５０重量％であることが判
った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであっ
た。
【００６０】
（実施例６）
実施例５で得られたヨウ素５０重量％を吸着させたスポンジを、さらに８０℃で２４時間
継続して加熱した。このスポンジの重量変化はなく、従ってヨウ素吸着量にも変化はなか
った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．３５ｍｇ／ｓｅｃであっ
た。
【００６１】
実施例３～６で得られたヨウ素を吸着させたスポンジの小片各８個を１００ｍｌのバイア
ル瓶に入れ、８０ｍｌの水道水を注ぎ、蓋をした。容器を把持して１０秒振盪し、内容液
を他の容器に移し、スポンジを残したバイアル瓶には再び水道水８０ｍｌを注いで、同様
に振盪し、更に内容液を別の容器に移した。このようなサイクルを５回繰り返し、各液の
ヨウ素濃度を測定した結果を表３に示す。
【００６２】
【表３】

【００６３】
本発明の湿潤剤を含むスポンジ（実施例３～６）は、加熱時間が仮に長時間に及ぶ処理を
したとしても、ヨウ素を短時間で放出することができるものである。実際上は、加熱処理
は短ければ短いほどコストダウンに繋がるので、不必要に長時間加熱することはないが、
温度管理が少々適当であっても、得られるヨウ素迅速放出材は、所望の機能を充分に発揮
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する事が出来るものであることが判る。また保存時に一時的に高温にさらされても劣化し
にくいため、長期保存の場合有利となる。
【００６４】
（実施例７）
実施例５と同様のグリセリン１２．８重量％を含有するポリビニルアセタールスポンジ１
１．４ｇ（裁断片１５０個）と（参考例１と同様のヨウ素１０．５ｇを参考例１と同様の
バイアル瓶に入れて混合し、７０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら１０時間加熱
し、次いで８０℃に昇温して５時間加熱した。反応後のポリビニルアセタールスポンジの
重量測定からヨウ素吸着量は、スポンジに対して１００．３重量％であることが判った。
また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．４５ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００６５】
（実施例８）
実施例５と同様のグリセリン１２．８重量％を含有するポリビニルアセタールスポンジ１
１．４ｇ（裁断片１５０個）と参考例１と同様のヨウ素１５．９ｇを参考例１と同様のバ
イアル瓶に入れて混合し、８０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら２０時間加熱し
た。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は、スポンジに
対して１４９．６重量％であることが判った。また、得られたヨウ素迅速放出材のヨウ素
放出速度は０．６ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００６６】
（実施例９）
実施例５と同様のグリセリン１２．８重量％を含有するポリビニルアセタールスポンジ１
１．４ｇ（裁断片１５０個）と参考例１と同様のヨウ素２１．２ｇを参考例１と同様のバ
イアル瓶に入れて混合し、８０℃のオーブン中で時々容器を振盪しながら１０時間加熱し
、次いで６０℃で４日加熱した。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定から
ヨウ素吸着量は、スポンジに対して１９８．９重量％であることが判った。また、得られ
たヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．７ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００６７】
実施例７で得られたヨウ素を吸着させたスポンジの場合小片４個、実施例８および９で得
られたスポンジの場合は小片２個、を１００ｍｌのバイアル瓶に入れ、８０ｍｌの水道水
を注ぎ、蓋をした。容器を把持して１０秒振盪し、内容液を他の容器に移し、スポンジを
残したバイアル瓶には再び水道水８０ｍｌを注いで、同様に振盪し、更に内容液を別の容
器に移した。このようなサイクルを５回繰り返し、各液のヨウ素濃度を測定した結果を表
４に示す。
【００６８】
【表４】

【００６９】
いずれのヨウ素迅速放出材からも、消毒に充分な濃度のヨウ素が極めて短時間に放出され
ることが判る。
【００７０】
（実施例１０）
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参考例１と同様のグリセリン１２．８重量％を含有するポリビニルアセタールスポンジ１
１．５ｇとヨウ素３０．８ｇを同様のバイアル瓶に入れて混合、参考例１と同様の装置を
用いて６０℃で時々振盪しながら３５時間加熱した。この時目視により固体ヨウ素は消失
していた。反応後のポリビニルアセタールスポンジの重量測定からヨウ素吸着量は３０６
重量％（対ポリビニルアセタール）であることが判った。ヨウ素を吸着させたスポンジは
手で触れても指が汚れるようなことはなく、取り扱い易い状態であった。また、得られた
ヨウ素迅速放出材のヨウ素放出速度は０．８２ｍｇ／ｓｅｃであった。
【００７１】
（参考例６）
参考例１と同様のポリビニルアセタールスポンジ１０．２ｇ（裁断片１６０個）とヨウ素
１５．３ｇを容量４００ｍｌのバイアル瓶に入れて混合し、密栓し（ここで固形物：空気
の体積比は４３：５７であった）た。これを６０℃のオーブンに入れ時々振蕩しながら２
５時間加熱した。外観上ヨウ素は完全に消失した。重量増加から計算したヨウ素吸着量は
１４７重量％（対ポリビニルアセタール）であった。次にグリセリン７０重量％水溶液（
グリセリンは実施例５と同様）を調製しビーカーに入れた。前記ヨウ素を吸着した裁断片
のうち一部をピンセットでつまんでグリセリン水溶液に浸漬し、不織布で過剰のグリセリ
ン液を拭いとった（工程（ｃ’））。重量増加から計算したグリセリン付着量は１５．８
重量％（対ヨウ素吸着後の裁断片）であった。２０ｍｌのガラス製バイアル瓶にグリセリ
ンを含浸しない未処理の裁断片（比較例５）とグリセリンを含浸した裁断片（（参考例６
））各５個を入れて密封したものをそれぞれ２個準備し、各１個は４０℃のオーブンに入
れ、各１個は室温で保存した。８ヶ月後ヨウ素放出速度を測定した。結果を表５に示した
。
【００７２】
【表５】

【００７３】
表５の結果から、グリセリンを含浸させないものについては、４０℃で８ヶ月保存すると
、室温保存に比較してヨウ素放出速度が大幅に低下した。
【００７４】
（実施例１１）
実施例５と同様の、グリセリン１２．８重量％を含有するポリビニルアセタールスポンジ
１０．３ｇ（裁断片１４５個）とヨウ素１５．５ｇを４００ｍｌのバイアル瓶に入れて密
栓し混合した。これを６０℃のオーブンに入れ時々振蕩しながら２５時間加熱した。外観
上ヨウ素は完全に消失した。重量増加から計算したヨウ素吸着量は１６２．５重量％（対
ポリビニルアセタール）であった。次にグリセリン５０重量％水溶液を調製しシャーレに
入れた。前記ヨウ素を吸着した裁断片のうち一部をピンセットでつまんでグリセリンを付
着させ、次いで空のシャーレの底にこすりつけてグリセリンをスポンジの内部に浸透させ
、不織布で過剰のグリセリン液を拭いとった（工程（ｄ））。重量増加から計算したグリ
セリン付着量は１２．６重量％（対ヨウ素吸着後の裁断片）であった。２０ｍｌのバイア
ル瓶に工程（ｄ）を施した裁断片と、ヨウ素吸着処理までで終了した裁断片各５個を入れ
て密封したものをそれぞれ２個準備し、各１個は４０℃のオーブンに入れ、各１個は室温
で保存した。８ヶ月後ヨウ素放出速度を測定した。結果を表６に示した。
【００７５】



(15) JP 5448381 B2 2014.3.19

10

20

30

【表６】

【００７６】
表６の結果から、工程（ｄ）を施したものは、それを施していないものに比較して元々の
ヨウ素放出速度が速いこと、高温での長期保管に対して安定性が高いことが示された。な
お、グリセリンが全く含浸されていない比較例５に比べれば、ヨウ素吸着反応前にグリセ
リンを含浸させておいたものの方が遙かにヨウ素放出速度の低下が少ないことも判る。
【００７７】
実施例１１と同様にして調製した裁断片を用いて、バイアル瓶に裁断片各５個を入れて密
封したものを（工程（ｄ）の有り・無しで）それぞれ２個準備し、各１個は６０℃のオー
ブンに入れ、各１個は室温で保存した。２ヶ月後ヨウ素放出速度を測定し、その結果を表
７に示した。
【００７８】
【表７】

【００７９】
表７の結果より、工程（ｄ）を施したものは、それを施していないものに比較して、高温
での長期保管に対して、より安定性が高いことが示された。従って、ヨウ素迅速放出材と
してはヨウ素吸着後に湿潤剤を含浸させることによって、高温保存であっても機能を維持
する効果が高いことが判る。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
本発明の製造方法により、ヨウ素を安定に固定するとともに、水と接触させた場合に高濃
度のヨウ素水が短時間で得ることが出来るので、緊急時、災害時などにその機能を充分に
発揮するだけでなく、介護施設や家庭用としても常備するのに好適であるヨウ素迅速放出
材を提供することができる。
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